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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第２２回会合 

 

「 癌細胞の三次元特性 －癌細胞塊初代 

培養法が明らかにする癌の新しい姿－ 」 

 

講師 井上 正宏 （いのうえ まさひろ） 

大阪府立病院機構 大阪府立成人病センター 

生化学部 

部長 
 

日時 ２０１５年５月２８日（木） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ８階 ８０１・８０２号室  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ７階 ７０１号室  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 
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癌細胞の三次元特性 

－癌細胞塊初代培養法が明らかにする癌の新しい姿－ 

大阪府立病院機構 大阪府立成人病センター 

生化学部 

部長 井上 正宏 

固形癌は生体内では細胞集団として存在し、単細胞として存在することは通常は

ない。固形癌の特性はこの細胞-細胞間接着を維持した状態でのみ発揮され、調製・

培養の過程で単細胞化することで癌細胞本来の性質は失われてしまう可能性がある。

そこで我々は、癌組織の癌細胞を単細胞化することなく、細胞-細胞間接着を維持し

たまま細胞塊として調製・培養する新しい技術を開発し CTOS (cancer 

tissue-originated spheroid) 法と名付けた。CTOS 法では、癌組織から純粋な癌細胞集

団を、容易にかつ高効率に調製できる。特に分化癌の場合、培養下でも特徴的な三

次元特性を保持する。CTOS はマウスに移植腫瘍を形成し、由来する患者腫瘍と同様

の組織像を維持する。 

癌では一般に細胞極性が破綻しているとされているが、病理学的には大腸癌のほ

とんどが分化型腺癌である。大腸癌 CTOS は、患者大腸癌組織の特徴を反映した腺

様構造を維持している。我々は大腸癌 CTOS を浮遊状態で培養した場合と細胞外基

質に包埋して培養した場合では、極性が反転することを見出した。患者大腸癌組織

でも、脈管内に極性が反転した細胞塊が観察されることから、細胞塊として転移す

る場合、極性の転換を伴う可能性がある。マウス門脈に CTOS を注入すると肝転移

巣を形成するが、極性転換を抑制する前処理を施して注入すると、極性転換が遅延

し肝転移が抑制された。大腸癌のような分化型腺癌においては、単なる極性の消失

ではなく、その制御異常が転移に関与している可能性がある。 

尿路上皮癌は多中心性に発生することがあり、尿を介した癌細胞の播種がその主

要な原因とされている。尿路上皮癌患者の尿中からは多くの癌細胞塊が検出される

ことから、播種のオリジンは細胞塊である可能性がある。我々は膀胱癌 CTOS が細

胞外基質に接着すると p63(∆Np63α)の蛋白量が劇的に低下することを見出した。

CTOS が正常尿路上皮細胞に接着する系を播種モデルとして、∆Np63αがカドヘリン

の制御を介して着床に関与していることを明らかにした。 

これまでの癌研究は、2 次元培養された癌細胞株を中心に行われてきたが、CTOS

を用いて癌の三次元特性を明らかにすることは、新たな癌の診断治療法につながる

と考えている。 
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【講師学歴/職歴】 

1987 年 大阪大学医学部卒業 

1987～1998 年 外科臨床研修 

1995 年  大阪大学小児外科、大阪大学細胞工学センター 

  大学院修了（医学博士） 

1998～2001 年 UC San Francisco 博士研究員 

2001 年～ 大阪府立成人病センター 生化学部 部長 

2011 年～ 大阪大学大学院薬学研究科 環境病因病態学分野 招聘教授 

2013 年～ 京都大学大学院医学研究科 客員教授 

2015 年～ 大阪大学大学院医学研究科 招聘教授 
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－次回の開催は来年 2月ごろを予定しております－ 


